
ISSN 0285 ・2861

〈研究紹介〉

衝 撃 波

東北大学高速力学研究所高山和喜

-衝撃波

起lI r )1 1 の爆発では天文'字的な規模の衝撃 i庄が製

れます。 -)j ，水中て 1直径 1 ミリに I前たない微小

な公也が伝動し ;;}j 峻するとき， ミクロなに J!I. で1酎

喉法が発生することが知られています. ', Ii P，tlは自

然界で起こる身近な j~i~;庄，また.背信号で走り

出す自動.tIiの iiiれは，管内を fムわる衝撃波と矧似

現象です.この僚に私たちの周りは，衝型書波や佐

々の ifi撃波 til似現象て叫Z リ閉まれています.

iti司津波とは.音速を超えて伝わる圧力のilIiて'す。

双Illl 引微分}j.f'E式て'記述される物理現象に I剖有な

JI 線形の波踊~J です.

衝撃波の存'(£を子古し政相 jに実証したのは，物

JlItザ./'i'E ，?'，ハのゴ駐車 ~11 で， 19世紀末のことでした。

しかし， ifoi喉放の研究が~袈になったのは.今 ill

品Jの半ばすぎ.宇宙開発時代の百 ~m-Jけの II年か句で

した。宇宙船の大気凶再突入や組合述 n~iJ て・ Iti幣

『庄の桜狩いは長安です。衝撃波の研'允は'j"向科ヴ

のあるー而を主えていると言って過言ではあリま

せん。また今 U ， i面懇波の工 ..t ， ffl!.学あるいは医

学への隙々な応用が試みられ i'街幣披現象の忠臣 E

研究がますます重要になっています。

ニ二に京北大 '-ι高速力 "r 研究所て寸 I っている iお

惣波研究の一端を紹介します。

_"'I'・ノハ反射

衝撃波が~で反射するとき。 iff'控波の入射 fiJ と

反射灼とは者しく異なります。さらに.反射する

衝撃波は墜に垂直な分岐を作ることがあります。

これは1.::. "7'，/ハが J'!l初に明らかにした現象で.マ



図 T 円柱まわりの衝撃波

y ハIi射と才， fJ け句 Iし 1指惣iI!i.の反射するところ.

気体，波{.j.:. I古1体あるいは出tll tY.:体のけ 1 にも成れ

ます。"7 "/ハ以射は if，(体力ザの代表的な非線形現

象で。 1面 'l~i庄のmIn:いを命ずるとき， まず lリ J らか

にすべき店従現説です。何々の条 ('j 下で.マソハ

反射の発生とそのj.，狩いを実験的に理論的に解明

しています 凶 l は内むを過ぎる j~j幣4症のホログ

ラ 7 ィ十i弘a- :Lj:ttーです。同似の背後て寸断喉波は l旦l

JlrL. /欠、 f印J村l て

{沙島する披が訂妙な t以見機を作リ J山L:しています。

-フォン・ノイマン (J)~ ~ラド yクス

7 オンノイ 7ンは?戸、以射の出現を f担lする

解析研究を行いました。彼のモテ'ルは強い 1昔I常波

に tt し実験とよく 放します。しかし .4 甘い衝撃

波てゆは， ノイマンのモデル lよ実験結栄と大きく食

い逃います一。これはノイ?ンのハラド γ クスと叫

ばit.非常に興味ある棋院研究の諜組です 液体

や固 1* '1'でl.i.大きな JDJn 沖i，i をもっ衝撃波でも

i止，~は ;}j 止に近いので. ~N ぃ jjij 幣波となります。

従って.液体や 1 ，1; 1 f本 rl_1 の I，if"~ 波の挙 11)) を町 l らかに

しよヲとする1I;!i'，まず. ノイマンのハラドンクス

が解明され主ければ主りません。故近.これを解

〈糸 II となるー・-の')~験結*か III られています

2

1刀ぃ 1重I惟械では、マ γ ハ反射の三重占は不述統と

はならず. 多分.三 in.山近{去の術謝罪波は気休の粘

刊などの企JJ31c と釣り合って守前らかにつながるこ

とも版凶のーっと 4・えられます。

-衝撃波のアォーカッシング

本中で微小爆薬を起爆してER状 1卵性械を併現世

よく発 '·1 することがt'lJ来ます。 1111 転桁川休形状の

111IjIijを引っ谷 25 を J Il ，、て. I~i 取;止を以射させフォ

ーカスし高圧を発生することが出来ます。水 'I' で

滋1主|づ l なしに.圧力だけを一瞬，包めることは力

?のおもしろい法礎研究です。図 2 は怜問の H，凸、

の一つで 4 mg のアジ化鉛を起爆して仰た衝撃波を.

l立径 50 酬の回転 I{WI 休 1111 jIijのもう一つの H~ ，l.'.iに 7

持 カえさせた l鳩山!のホログラ 7 ィ h!t計写 rr.

です。紛が存;にItまったところが向 l工部分を不し

ています。縞の分布を測って同所的に約 800 気圧

のお圧が i呼られました。また.直径 500mm X700酬

の閉じた川転怖円休の!t 山の一つで. 100mgの PE

TNを起燥すると.もう一つの1.1.\ 占 iニキ';10.0ω~Uf.

にも迷する高圧が発生できました。この手段は液

体的物1'1'研究などに利mできるかむ知れません。

水'1'if!曜波の7 方ーカシングを医療に応用 L. 腎

1員材;石やn!!イ 1 を千術なしに W~昨除去する装置が開

発されています。これは日1情波計 :1111法の Ii月 )t. 数

fili ンミュレーンヨン法の判1 1+1.さらに"7 '/ハ反射

的解明に始まる J，I;総研究の組み合わされた成来で

す。

図 2 水中衝撃波のフォー力ツシング



-気泡と衝撃波の干渉

液体中で微小気泡に衝喉披が衝突すると.合、抱

は以前h しむ 7 一つの樋I懲泌を作リさらに7イ 7 ロ

ジェ y トを発牛します。この微な現象は主\~~一一相 l

流れのいたるとニろに現れます。この現象をホロ

グラフィー Ti接対位、て'観桜した結来を図 3 に不し

ます。 1!(1モ 1.7mmのさ長会i抱に 250;c(圧の過剰l圧をも

っ球状 jff幣波が{十胤司るとき.気泡は収縮し 1酎喉

?庄の衝突した両lに瞬間的に 100 気圧に近い局内r的

な正))卜昇が現れる.やがて，この向j十がミクロ

な jlii繋1止の生成につながることを示しています。

多相 l鋭;体中て'の i曲l oJl'<i.庄の桃jitや賑蜂いについて

今後いろいろな 1Mから研究を進める二とが必必で

す。この研究謙也は興味ある非線形波動的解I~Jば

かりでなく. ill 1fな応闘につながる);H;!tllf究と巧

えら IL ます。

E.7·，ハに始まった術幣ィ止の研究は，今や流w

!Y!・の つの分別'を形成しています。)，1;礎研究の

成米を 1~i って.今後，臥|以状態の 'Iミ成可 Mi起i I'rjill

iAW に代R:される和r' L '/~' j';'i!iT:'t.材料!'I ι井あるい

は l民保'd.と"~Mll~\' 、応川町展開が!UI1.\されています。

{たかやま かすよし)
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D!J粒段

(採用)

<j:'lii輸品研究率、

II!fｷ

民名

抗川 出昨

IIIH :Y!II{~。ド 1主化勾

~ IJIH

U{~削出~，

1II1II

安人事異動

長手百「

お知らせ車京東南東東南南 M班MM 車車車単車車車)01( "")o<)oI()oI()o<車湿り

磁気圏・電離圏シンポジウム | ー溜

0111.';' "I-'成厄年 3 1114 日(火 )-15 日(村 ~

場所相脱出 l キャンハス4=館 2 階会議場

スペース・プラズマ研究会

H時半成 JC 咋 lH2401( 刈

場所相似 11.(キャンハス4=館 2 附会議場

出i合せ光 'Y'di 朴、 F 研究所研究協力諜

jtlriJflJ !fI係 0427(51)3911( 内 2234 )

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール (2 月・ 3 月)

2 月 3 月

1 5 10 15 20 25 5 HI 15 京J 25 処}, ,
ワライトオヘレーンヨン ("I 2/"l.O. X=8 剖

M-35lJ-41

l ¥
(KSC)

EXOS-O 仲担建物 flll~長 品 'I'H)N

IKSC) (2f 10 耐' 1\.1 ロケット)
「ν , 1 まて}

フライトオヘレーンヨ〆(γ2115. X=II曲}

MT-135-50C二二二コ l 、 C~ 射 r~ 何能比析品世
5-310-19

Kコフライトオヘレ..... J...竹2/1. X~22 叫) (;":TCI

11126 よリ}
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1988年!こおける「おおぞらJ の凱造変化
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mト制

同ト m

古式-;; *M-3S11-4 号機の打上げ準備 *昭和 63年度ブラジル大気球実験

問時 A引l ml23J4 ト t衛星EXOS-D を打上 l昭和63年度ブラジル.k;c.(f;R実験 Ii 10月末から 12

門事情!
ヤ\-"''''1) げるための M-3Sn'\24 サ機の組 月初めにかけてブラジノレの INI'E 研究所と円本と

it ては昨年 12 月初旬から鹿児};，~千自宅~Il J観測所で の共同尖験として 1J われた。 01 本 11111 から参 JJII した

行われた。本機の第 3 段までの基本部分は片 Ij 3 機 機関はと宇宙科学研.京大周 1. 大阪市大. 11ilf~ 大.

とほぼ同一て ωあるが. SMRC による 3 軸制御 lのよ式 立教大. J'1lPlf.向エ平 Fレギ -61f であった。プラジ

験等町新しい試みも JJII えられている。衛 h~ を泣 I也 ルの大気球放球場は INPE 研究所のあるサン ジ

出1O .000km の長術円軌道に投入するための第 4 段 ョゼより北 }J 3∞km 凶経 46· 34'.南島幸 21·51' に i立前

KM-D は新設 In になるもので.後方 ~i 火 伸展/ するホソス・デル・カルダス飛行場である。放球

ズル等の新 }J 式が採用されている。作業は順調に したのは B 1501 機. B5 抽 2機で引 3機である。 l 号

i且み 12TJ20 1:1に全作業を終 f して後は l;j; i J，!の倣入 機の観測日 [1'1 は m新星 S N1987Aから発生される

待ちの状態にある。 -hi申jEllは. fJJ j~1の I C の人 向~X 線の観測て"ある。 III{和 63 1ド 11) J24 日 2011寺 14分

子遮れを述凶とするスケジュールの巡れに苫しみ にダイナミ y 夕方式を用いて)血球された。気球は

ながらも年末年初Jの作業を通じてこれを III IiI:: L. 1F. 1~ に HI-L. 2 時 IHI30 分後に水半浮遊に入り.

相校原での全試験を終 f した衛星は l 月 30 口鹿児 担中 ~J8 時32 分政球場より西 }j 1aokm に達した jiJf て'桁

}~"j に向けて発送された。 2 月 2 1:1よリ i~i liJ.系の， 令 1山庄により鋭 it刊誌を気球から切り離し回収した.

I'i)6 日よりロケ y ト系の現地作業が始まり. 2 月 ニのHl l. 観測骨量は汀一常に動作し!荷閤 iの成栄を納め

20 日 'r-li'j 8II，~の打上げを迎える f定である。 ることができた。 2 号機の同的は.超新h\ から発

(~表紙カット~ EXQS-D伸展7ストの最終試 'I するガン"7~の IIJI ilill であり. II{J，和 63年 1I 月 2an

験，撮影。新倉克比古) (松 Lt';l 毅) 2111，~ 12分に放);R された。放球時に政球I-I-Jワイヤー

「おおぞら」の落下

オ ロラ fif と南太内対I也般公民常.;日におけるフ の経験はまた今後 EXOS- I)や GEOTAIL に引き

ラズマ波や附下手~~ {の観測 li:J エネルギ一宇.:~ (の 縦がれている。

世界分布やIJJi: MI割オゾン分布のill'!定など附々の科 ltJ:f:主に『おおぞら」の設jl'，製 11'. -I I ち|一げ必

学成果をあげた第9号科学l!l-i 叩 EXOS-Cが. 12月 よひ'Jf川に携わった多くの万々、また再突入にあ

26 日深伐首~26. 自051占~ 1111 でみ大公|割に再突入した。 H{{ たリ干骨i を :.!J してドさった 'j 術開発事業凶的関係

利59年 2 TJ14 円の 1'1 ち上げ以 A(. 4iF と 10 ヵ月余 片に御礼巾し 1·.lfたい。('I'村良治)

りであった 突入I也山はニューギニアトットとみら 細則川刷
ーτ """"i["r ,J-'-

iL，る。長いアンテナと太陽屯池パドルのためか 12

月 12 日( j主J也山、同:jl主385km. 近I也・.'!.275km) から安

勢が乱れ始めて1:1 ~II'" での允屯が卜分に行われず

f主問の観測にム;隙を米たした よのため内突入 l在

Hijの可悦・肌泊は {kill! で受 f ， l できなかった。 26 1:1 'I

後の'5: 1口では機能の温度卜外は必められない。全 r"

術開発 'J'; 1'， 1;11 のI村田 ill 跡11)1 でも II Jl 28 1:!から i ン

フラー観測を IH·J 始したが、 Jj， 勢の不安定のため治

下 RII 寺の千 #1 が離かしく.・ Jq"~ 同のデータ処f.'Il誠

の方々が背労された。すべての観 il!' l機協が正'品で

あり.また EXOS- I)との共 I ， ;J 観測も巧えられてい

たためその消滅が十時しまれる。しかし『おおぞら J

4 ー
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閃は受 fl-l キャリアを η、すが. '.:k 11; レベ Jレがー 169

dlヨmて二ノイズレベルよりも約 8dS (G! 庁) i';j\、

状態(検出慌の， lif 域帖'， 9.51Iz において)であリ.

結果は I'. で々ある。今後これをデータ処J' P. して.

上記のような同法数変化を抽出することになる。

このハイオニア 10 号は、以前にも迫跡受 !el しよ

うとしたが.失敗している.従って今 1111 の成功は.

白川局 i曲 !el 設備の性能検， ;j[ という山かりも.芯苫 t

が大きい。( iUJ，I; ，~ 1百刷、 I:':j ~~f' }ι)

合「ぎんが」が捉えたガン 7線パーストの発生天体

'j:Hi f， Jf は 1987 ザ 2H に「ざんが」の愛湖、で H乎ば

れる X線天文 faj '1\ を打ち I'. げました。この科 "f ・ 1車I

JI~. には X 線検出端的他に、 'Y'rii 研とロスアラモス

住l 在 6Jf 究所(アメリカ)との!日!で共 I·;j 裂作された

ガン 7線パースト検出総£，1品。賊されていました。

きてがンマ線パーストとは， j':Hi からガンマ紛 tit

「が(七に数 10 キロ'n!， (ポ Jレ|から数 l似)キロ"江 f

ボルト)， ~~LII 、~': J Jl Jだけ(パースト (I') で多くは 10 紗以

下)除リ ii ぐ J、体現象にf.Jけられた名前ですロ部

分(I')f t<尖験停止条約の締結後に。その恥 i行を~y，i. t，且

するために-tJち l げられていた人工衛 11 にたびた

び変なガンマ線 7 ラ y クスが制時間 II ，こけ受かるこ

とから発見されました。この発比は 1967 午に行わ

れましたが.人.l J前51 からでしか観測，引 4、ないこ

とや. ~l ， i. u·.~; 11\1 の税象であることのためになかなか

}J~ r:肱|がわからず.発 'I'.:!d ，j，:の fHii やエ不 Jレギー加

などが未知 lのままでした。

きて f ぎんが』で観測されたいくつかのガン 7

綜バ ストのスへ 7 トル(人ヮて来た光イーのエネ

あるエネルギー帆 iに人った光 f

e
E事i

が h位Ii] センサー (GA) に掠触し、 GA をもぎ取

って l血球されたため， )jli'Jmil を動作させること

ができなかった。気球は 3 時 IHl lO分後に水キぽill:

に八リ， lU/.iillJ器は翌朝18時30分1直球場より山))300

Mの地内て'気球より切り離し回収した。この 1 "1 1.

11(oIJiQ.iF.以外の観相 !ll~ il=は正常に動刊した。安勢制

御が行え〈よかったため，データ解析はかなりてま

どりそうである。 3 号機は 1111 似したガンマ線観iI川

6il=を修旦IlL， 12 月 8 "2211:¥'10 分に jl iJ支)jj(f; R した古人

Ij~ 球に失敗した。

85 印公f;j占は II 木では政球した ι1\· h' 無い大き主気

球であリ.ダイナミソクランチング万式て'の迫力

のある l庇球を日のあたリに ill ili;な経験をした。

(IIII二降 iE)

*パイオニア 10 号を用いた重力波検出実験

NASA めハイオニ 710 号は現イ l ‘地球から 68! 志

km を jl~h 'i'て'ある。この保伐機と地上 Rli \jの距離は

m. 力波により変ぷ l を受けるとチ恕されるので，探

N機から発射される 'Ill 械を物蒸しとして句 'i"'ri''''''r

;;t.1l力を検出しようという実験が 12H5 日開始さ

れた。ド'i:t i-Il~ J号車))は ビ γ グ，<ンなどに閑 s土し

た OII iili: J~1 の宇宙構造や 宇宙の REEll 物質を布える

上で主要なものである。

本尖験は j 前耐!と J I'L(ジエ y 卜推進研究所)

との共同尖験として提案された。実験内:;:;:として

は，ボイジャーオカルテーション尖験用として己l

凶 1 宙空HIll見 il!ll所に投出されたオープンルーフ受

信機を耳J \、て， 2GHzにむいて 10 'Hz以卜の微小

な周波数変化を検出することになる o ~iY となる

凶波数尚'として.本4、高安定な水素メーザが欲し ルギーを償制lに.
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なお.さる 1 Jl29 円にはソ述の 7 方ポス 2 号

が火Hのづ|力 l割に入ったが. tl'!司l な軌道除定の後.

4IJ に劇的な 7 ォポス按近とランダ一段十を試み

る。小天体へのフロ プ投|、は初めてであリ，

際的に熱いlUll寺が寄せられている。

(AW&ST. 1989 年 IH2 10lり)

-}j. ソ速の月J: iH't は 1992 年の JJ ;tービターで

内聞き i t. HIM の詳細な抽 lf公表 ifii の化学組成の

データ集め. I;草場 申力場等の消1£を行う。この

データは.将来の月，汁画に牛かされるが. とりあ

えす 1996'" ドの月の央側からのサンフルリ 7 ーン・

ミ y ンヨンの泊|控地傑しに役立つだろフ。

この H· 火 iU"ft ロ!幽の詳細は、さる 12H 14ｭ

19 日に m·J かれたノ述とフランえの半 Hi dI 阿懇談会

に 11£出された

エネルギーで減少しているのが分かリます。

も 2 ヵ所で見られる減少のエネルギーの比がJI 確

に 1 2 となっていることが特徴です。

こんなガン7線パーストのjflJが 3 f列ほど見つか

りました。これが「ぎんが」の世紀の」、;発}よと言

うわけです。

.fJc:々はこの椛ii!iの原凶を以卜めように唱えると

する論文を科学総捻ネイチャー (Vol.335.p235.

1988) に投前 L. おおきな民事 li をj!f.ました。それ

はエネルギーで 1 2 のようなハーモニック構造

を作り得る棋院プロセスはサイクロトロン l吸収し

か無いだろう.サイクロトロン l吸収とは強位場中

を l叫板、する';]i (のエ不ルギーが原子核のまわリの

t正子のように量子化されるとするものです。サイ

クロトロン l吸収とすると約 10" ガウスの極的て強

い磁場を必裂と L，この様に強い舷場を持ち得る

天体は中性子 i? と n'f ばれるぷ体しか無いと結論す

るものて寸。これでここ 20 年米 ~Hn として銭って

いたガンマ似パーストと呼ばれる税象の発生天体

が強い!滋場を持った '·1 哨 f 起とほぼ判定されたこ

とになリます。エネルギー尚!やガノ?線を'i 'n-(

足の十で刊るメカニズムの研究が今後の課題と主

(村上敏夫)

l五|

しか

リます。

-6 ー

工ネルギ {キロ電子市 Jしト〉

図は縦輸!こガンマ線バーストの観測光子の敏を，

横輸|こ各光子のエネルギーを描いたもので事。約

20 キロ電子ボルトと 40 キロ電子ボルトのエネルギ

ーのところが他のところに比べて減少しているの

がわかる。二つのエネルギーの比は正確に 1 :2
と怠り，サイクロトロン過程lこよるものであるこ

とを強く示唆する。

の数を縦判lに ttti l.、たもの)を作ってみると. 2 ヵ

fijiのエネルギーで句た干の数がまわりに比べて減

っていることが確認されました。図 l にそのスヘ

クトルの-·f刊を不します。公印で不した 2 ヵ所の

包 山の月一
。 ソ i坐はこのほど 1990年代的火

まに事 I:
げ~."'.I~ M.ufi. 目 l u!!iを改定 L. また 20世

紀の~までに月のサン 71レを地球に持って州るミ

ソ ンヨノを 1992年に a l"l lll ij;トl始すると発表した。

新しい火原傑布。:1 匝jjによれば， 1994年に火12 才

一ピターを j J ち 1··.lf. 相υ白|か句火E大川lニノ <Iレ

ンを脱出するとと L に.火用表耐に't， i 久的なおt

匁観測)，0也とヘネ i レ -1 を配置する

「このミ y ンヨンにより. 1996年に打上げを千tE

している火尽ローパーを降ろすI品所を凡つける」

ソ辿'-j-:ili科γ.日f'，先所(l KI) の新所長A.A.ガ

レーエ7の目葉。以前は 1994 年の打」。げで火星ロ

ーパーを持ゥて行くと司っていた JI 画が軒寸変』と

された似係。

.
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宇宙利用という新しい宇宙科学

宇宙科学研究所堀内

はじめに、この側に'j: 'rh 利 Jill主H系の附究組介の

jill載を合l山]したのではしがき を書くようにと

の御旅立;を'立けた。 IHI 向い卜ピ y クスや研究内作

はニれからの jlliJl世に WI1""-f るとして. '-j-: 'I h'府l刷研

究のlii:j並に!日lする寸 H-iイリ l の役1引を御悩介して-.1.\を

ふさぐこととしたい。

宇宙環境利用研究の展開 スベ スンペトルに象

徴されるような (Hi輸込システムのilli 少と能力の

m犬 1 ;1: 'iｷ:'Lh を探貨の場からその環境を利用する坊

へと'~"を広げることを "I 能にしてきた。そして米

|主|キ導ながらE: SA. カナダ。 H 本的 [{I際協力によ

るスペースステーンヨンむ今 III 紀末を!=l f~;'( に長lL没

が進めりれる。このようなヰ:筒利用の}，'~誌の将1~\j

に対応して，新しい皮袋に L る新しい州づくりと

なる rj·:'dl 利刷研'先の内谷町充実と深化がltt: iji~l され

ることになる。

宇宙利用研究の推進体制 ヰ'山 H~.J党委只会・宇宙

JoU也特別j 部会的郁子一;ではヰ宙 J，k)也を利用する附究

的批准体制!として句 さしあたり産. 1¥.ザをたて

わりにして文部'白、が所料する k"'t 可ーの研究首のヰ

宙 J，k地平 III 日研究のifI 進とと')まと的は千宙研が 1 J

7 のが泌さl とされた。これを受けて.ヰ'山由f て司は

ヰ宙干IJm 委H 会(ー査 l~ 長・秋葉教12) を設置し，

')UJi を III. "'，する iH布施設としてヰ宙)，q血利用研究

センタ を発足させた。 1988年には約7ωo万川の

寸，·t): t っき研究批 illiの業務を m·J~fl している。 JJ[:{E

の作I'.谷はセノタ h;: を脳内がi丹何 L，咋 i工は山下

助教11. 利H止lりJ子に ill 野さんと小さな所，;日できり

きり P!I:いをしている。

'j:'d.i .f IJ lIJ研究の下喧t分別は現花のところ 6 分野守

大体物段々 太陽系料'下 地球1il1 il1ll '微小 ill. 力科

学・ライフサイエンスー却下学実験てdあ I) ，それ

ぞれに研究HIが組織されている。このうち Ri4:，

太陽，地上lえの 3 分野は i慌に昨 ι された分針で句研

究テー?の，n'!旧lや選択についていjJi熟している。

ニれに刈し微小弔力村守司 ライフサイエノス‘理

良

一仁7 実験の 3 分 l't-は耐f究者のコミュニティの飢餓

イヒを含めて， IiiI'究テー7や i人j 容の成主丸性を高める

ため下側実験や基Iif{f，)f'允の排進を図ることが必安

とされている。このため宇宙利用委民会としては

この 3 分間について ~i::'I i:i 人民地利用品位尖験刊によ

って研究め推進をはかつている。この実験抗は公

4Lにより大7・与の研究-Iiiから従山された研究，iii国

を平IJljj 委j".i会川河l町小委目会で審脊し ょ二れに Jtつ

いて配分される。

これらの州究別には.小JiIが設けられ，研究Jι

絡など研究の組織化が進められている。現:(Eのと

ころ微小If(lJ科学の小JJflHk世|・品11 日成長. ~f.~体・

{云熱.3t訓 I .J~.:±利用の 3 グループ.ライ 7サイ

エ /λの小川は生命の起似をさぐる凶外 'I 物Lt.

111)物f果、刷物 • J~~ザ、 医"Iーの 4 つ J1I!.T，'I 実験は

エネルギー.推進.伽1i~11 .辿{戸、熱・桃i立の 4 つ

である。

宇宙利用研究への期待 干'山田fはこれまで17例の

科ザ (~i11 とハレーを迫った 2 つの太陽同 1111軌道の

利ザ誌却の打ち上げに成功 L ，銀河系の起刺il己や

X線尽の観測や太陽系村学に大きな成*をあげて

きた。これりのf<II"Jt芯図は未知lへの挑戦にとどま

らず.物上wザの体系にも大きなインパク卜とむる

ことを原Ii っている。ニ h と同じょっにニf'cii利用研

究も地上の脱出の枠の'I'での税験や注解から竹ら

れた学!Uj を寸凶的悦 Iii から悦え lu L ，より普遍刊

の11 つ体系へと II) 憐築することを願っている。こ

れが達成されれば.人 1 1:\ 1 が守山 lこ挑んだi'tiH な栄

尖となる杭である。このために多くの催れた」能

を育てることに千宙研も )J を/品くしたいと 4 えて

いる。(はり 7 ち りょう)

カ， [和Hp.引 I ;た

ャヤド

~7~



ーも事t i!"i£ ι
臼田の山猿アメリカへ行く

宇宙科学研究所山田三男

i昨年 12 月にロスアンゼノレス郊外的 NASA ジェ y

ト推進研究所て'ポイジャー 2 分泌王坐オカルテ

シヨ;.- tl~dt 同尖験の下備実験 ORT-I /l A の結梨

骨ifT 会渓が 1 j われました。

臼凹片側の紡忠;を報告すべ〈長野の山!地かり準

カ々リ 7 才ルニアへの hrdJ' 1zf 1 まりました。

成川を 12 !1 3U 午後 6 時出発 10時 IHl でロス [£1際

情活lニ到着. 3R 午前 101r:'j'でした。レンタカー会

Hi¥VIS に行き.ンボレーカノ〈レアを 111 リいざ tl ¥

~t. 道路はヰ， I肌ハンドルは/に側アメリカだか句

当り前。機l人!のスチュワーデスが美人だったせい

かよく HKilず時進ポケに特しみながらの逆転が始

まる。ハサティナ ローズミッドまで 1 時 ro:11\

ホテノレに Ji くと JPLの M I'. G.BeckeI'(愛柏、ジエリ

ーちゃん)が迎えに米て〈れました。この日は J

ドしの一般公 lm l:fでー ラッキーチャン;えだとのこと、

'liiliJPL を訪 III]しましたの JPLには多数のJJ~/J 、仰

がありポイジャーのコーナーでは俗快fll テレビカ

メラのl削除説明がありました。幽1主は縦800例.俄

800但1のヒ 7セルから憐成され側々のヒ 7 セノレは 8

段附の蹄度表現が可能とのこと。 1 枚のI~'if訟には

512Ji ピソトの的報が合まれてることになリ l 枚の

耐1訟を地球へ送るのに 48 紗かかるそうなのて "i'i 紗

約 I JJi ビソ卜の刊Ij {tu を地球へi重って 4、るニとに主

ります。 l也のミソンヨンではガリレオ Wi ~I~ が今年

1011 ，"，ヤ I· Iしから本 J l \ へと j I ち山される下定とか。

まるで余のよう主民|品川町ハラボラアンテナ(If， 徒

5.IIII 世)を III ¥、て画像ti'j)!U をj，よ紗 13 Jiピットの却

さてe地球へ治って米るそうです。 7セ'ラン ;1i- 1由l で

は金川町厚い 1 に Wi.われたん而的地 IF~ を\'I{ M( ビ

ーナス レーダ 7''/ 〆、 )によって"芋しく，淵 ft 可

分解能は ，A、辺付近て·'500m. WH 近で 1 kill とのこと

でした。 V I{ M !J今"]'·4 nンャト/レか句打ち H-I され

る hi:です。比'下を終えジエリーちゃんとー紡に

ステーキハウスに行き注文したえテ キを比てび

勺くり。ステーキもジャンボどが横に (.J いて 4、た

ジャカイモの大さいこと. 20em以上はありしかし

その味か本当に 1j \.、しかゥた

体 H はサン 7 ラ//スコまで刷l を延ば L. 制日

はJ ドLでのORT-l IlA結束報干7検討会設に出席し

ました。検討会，演の内谷については他の機会に報

告したいと思います。

:盟日は Mr.Jason Kovatch(LNA の専門'草て ω臼

悶に 2 度 4えたことがある)の案内でゴールドスト

ーンへ行きました。ビーナスサイトやエコー.ア

ポ口町ユラナスステ ンヨンが点本する一帯奥に

lid 干70m 悼ノ、ラボラアンテナ IJSS ー 14 カfイ1 リました。

このアンテナは .m いのて寸 1μI' 少しずつ何 iいて米る。

まるでピサの斜際だと説明してくれました( (JI:U

でなくて良かった k それにしても職民の多いのに

はひ'っくリ。臼 m としては羨ましいかぎリです。

ゴールドストーンからの +rt:· I) ジェイソンさんは

夕食を HL Ci しているからと l f って家へ招いてくれ

ました。!見憾のメリージヱ ンさんは円系 3 世で，

i制l本人と同じく J いして"問 IJ' 、ているコンビュ タ

のプログラマーだそうです。キュートな笑顔が印

象的な気さくな人でした。 l，Hl120km むの i且のリを

通勤しているのた'と聞いて舟きました。

翌日 JPL て:'M ，·. NonhlI am さん述とシステム雑

FT 等に (.J いての訴し介いが hわれました。その日

のII且.ハムさんは-I x を々内 ·to でのハ ティーに仰

いてくれました。ハムさんは交 f3N: 、の 1J サ安定!支

を制定しに 21 立米たことのあるンステム純白の ltt

1"1 家です。そのハムさんが日の二五を丸くして， j い

ました. "DSS-48( ド I I:Uのアンテナ)はよ UN らし

い 雑Tri ，品肢は 14 K. -I x の々はベ J っと 22K まて 1且

い込めたのに。ハムさんにとって 8K の廷は鰐終

的だったようです。カ ')7 ォルニアでの 1 週間を

税切なれ'>1.の人述のおかけ'て 'J~ 'J'; 終えることかで

きました。

れIi I 五11五は. ド I Ll I に長期消イ 1: 1.1 1 のパノレケ/ホノレ犬

k を -Ixが家に十円i'<. この H さ思い U\Jli をメインデ

イアンコとし. fl，·:久の I也泊とおせち料理て 1正月を

過ごしました。(ゃまだ・みつお)
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~込己J ~長宙 宇宙環境 (3) 熱的環境

)i\U時!日lながらロケットエンジノの燃焼と加速度

変動に起|利する激しいランダム振動と脇をゆする

桝 1'1 に必、予ヒに聞.，えると 'j-:'I由南日は A3E 然 1~lt~況と漆，I.'!;

の )il.'. I以世界に }j文iJ\される。太陽がギラギラとがIi<

出:尽の司副学問である。 PJi7' .."lにとっては.JEに研

究の刈象たるこの激しく hfi !fi}jする rj':Ui'~H I-lも 'i

凶船 n 身にとっては.唯一つ， J~Htの差に制定し

て{札制を崩さなければ.生地にわたってτI'f:l無・I>

を約束してくれる有難い4'iIえである。持参した R

CS タンクの燃料が切れるまで地卜からの気まぐ

れ i包括に適当に応対するぐらいで.あとは移りゆ

く満ポの Jt:.~ を眺めながら時の流れに身を任せて

いればよい。

過去.あまたの*'，出向liがjJ ち 1-.げられたが.こ

の二十:'fi1'~ILlIにまでたどりう rf きながら不幸にも J.i' 命

を令?でき主かったものは比較的少ない。まだま

た二数は少主いからヰ:'， eh 船同士が IIH 会い tifi に衝突

するお放もないし.ん由士となるよフな l担やヴィー

Jレえもまど発 'I していない。ただ， )血 f長日 i りの明

/n1 に限れ(j'大小隊々主構造体の爆発残~宝や (l1 ~g あ

るいは燃焼従来物 . it. 料はがれの微粒 f など人 1

j'{.j 監物が{i'J見に 1\": Jm しているから.あと何百年も

しないうちにこれら人ム宇宙陛との衝突回 I' 位やイ J

!J，介が出てくると討う。今の内から宇 ili 環境町汚

染防， J 対策を。講じなければ. とい -j .G" 凡はもっと

LI t.悦されてよい。それはともかし現イ!のところ

'J':'I iJ" '~n 日での不 rlf 干の大 'Iι はホ H去の義による体調

不良に関係しているょっだ。その他 lこも隙々な 'j

ni~ 被爆による IC ぷ f の機能 l岐I虫， -b: lfti 品物刊の

劣化等が!嵐凶の一つに挙げられることがあるが.

ニ IL りの定 ~Ul~J な被告見 Iii りは残念ながらまだ十

分でない。従って -j 宙船は出発同 Ij にフルコーえ

の健康診断を受け. 'j':W' 熱41 境を桜挺したえへー

スチャンパ内で尚 l主変化に耐える訓練をh'iんだあ

と， ('ill 線や宇:，: {に強いオーパーコ トを杭せられ

てiJち卜げられることになる。今やこの附の 1川糾'

やコート fi Ji:ては卜分科験が市ねられて大さく失

敗することはYf jと'無くむったと π ってよ L 、。研究

の余地があるとすれば経年変化の小さい良質のコ

ート 'I 地を 11 ることぐらいか。

陶断 f わるまてで，もな( 'i灼'Ii 1' 4'中利 4引l山附H削lに A水~lJ岐 l段是的耳一カが￡生じる

わけではな Lい、、 o '('rH 岬骨船口カが f汀J~血正る帆 i且」 てで帥外店剖郎|口;カか、句人

射する 4骨恥"叫 s

商市'自町船{口} ~作宇剖部 iの:弘』品よ v皮皇状態とその，企占却動 ilJ州耐恥附 1dωνM プカ?(~:たつて < る fただ
.,,

けで忌ある@尚I~Iこもよるカドド前自JIを念 tiftlこおく 'j':

'jjr~ll\Jでは大気分千の数?在 J!rが I'分に小さしそ

こて'の熱 }J学的な温度はほとんど芯味が無い。従

って.宇n~'自;~1<耐と寸凶j£ lmのUHでは悩射による

熱1ム速がliltーの熱輸送千段となること.宇市船表

，(， iの特定の場所をJ肯定して出Jll を議論し主いと立

味が主くなることが大きな特徴である。これはま

た町 '('I山船内熱的準則J を検討するとき，周囲の114

lEデータを l人!神あるいは外川して不只令部分の114

1主を推定することは時として危険であることを教

えている。 'J':Hi船の大 Jj の附f，j.:は凱伝導性の悪い

ρ1う宇「付事トカ"1' ，('、であり. 同 rJf(J')な ~·;ji.且占あるい

はfJ~i品.山ヵマ千劫に発'七L1早るからである。

ところで 'j ・'山自白の l叫 I';':がずっと大きくなって

大食泌にむった句どうなるだろう。食欲は体重(l正

さの 3 来)に比例して旺盛なのに熱!荘東物は依然

f4>;1<ffii(L ときの 2 耳りから相ほれこよって排出する

以外に i~;j がないから 'i 出船は大変な円かきに主る。

{上、〉て附さんはオーバーコートの他に培 ~I リトによっ

ては水枕やノ k布 I'll を当てがってやらねばならぬが.

ここでl1 iJJW と主ってきたのが半 Hi";:!::] の J!I ，F， ill 引で iー

である 単純な水枕を純って '(H-i" 伝|日|にきても枕

内の水が忠フよ 7 に侃尽して， f.1. l，却を冷やしてくiL

ないのである。何らかの J; 法で WiI;l· 冷却させる

必要に迫ら Il ているが.妙案はまだ隊 if. していな

い。 ['.'(:(I'J な--j-: '\ii 雫作\JはJ3L iE. fl:;' て屋さんにむ

う一つの新しい際組を突きつけている。

筑波大一小林 Mit t.
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TRANSITIONS

(ジ~.，ト推進附究所)

IfeelespeciallyluckytohavebeenatISASduring
partofthetimeofyourtransitionfromKomabato
Sagarniharacampus.Thelocationwasinconvenientfor
mostofthosewithestablishedresidencesandwehadin
∞m町田 n the Ie 釘ning ofthefastestroutes, mostcooｭ
venient trains, ofthelocationofoldandnewservices,
theshuttlebusschedules, libraryservices,etc

InmytransitionfromresidinginanEnglishspeaking
nationtoJapanesespeakingnationIknowIwaslucky
tohavesuchfriendsasMalogawa , Nishimura, Nakatani,
IchikawaandMiyakeattemptingtofindsuitablehousｭ
ingandequ 叩menls toreside 川 Japan andtoworkat
ISAS.Also , Iwasparticularlyhonoredtobeaskedto
commentoncertainEnglishlanguageconferencepaper
drafts , internationalspacecraftinterfacespecifications,
theEnglishlanguageinstructionsforproperu泊ge ofthe
copymachineinthelibraryandtheinformationfor
newresidentsintheguestlodge

Thetransitioninmychoi田 of part 山palionsport
fromsailboatingtotabletennisw出 greatly facilitated
bythetabletennisinstructionIreceivedfromMasako
Komawhichweremosthelpfulandreallyimprovedmy
game.However, Jhavealongwaytogoforimproveｷ
mentbeforeIplayagainstHayashiagain.Hisplayis
excellentandhisdeliveryofthesmilewiththeserveis
atfirstdisconcertingbuti.n terestin 邑

Inexchangefor the table tennisinstructionand
practice, IprovidedsuggestionstotheEnglishlanguage
compositionsofKama.Thisrareopportunityprovided
amostinterestinginsightintotheJapaneselifestyleand
background.Ilearnedalot, andinωnnection withthe
lunclHimed凶cu 叩ons withtheothermembersofthe
AssociationofHealthyMindsandBodies, itwasamost
broadeningculturaltransitiontoshareopinionsandex
perienceswithmembersfrommanycountrics-England,
Germany , China , Malaysia, Canada , Argentina , etc
Thediscussiontopicsrangedfromfavoriteplaces, art ,
philosophy , foods , entertainment , recreation , organized
crime, tosocialactivities, etむ

IwasimpressedwiththetransitionfromlPLwith
5,000 personstoanorganizationofonly300soulswho
havebeenabletosue 田ssfully launch 17 叩a凹craft in
17years.Even wi 山 the useofTn叩 y contractorsby
ISAS , itisasignificantaccomplishment.Themultiple
jobsthateachpersondoesandth~ participationatthe
launchsiteisimpres ぉ ive. Iestimatethatthepercentage
ofthelPL staff 山at h出 witnessed ， letalonep訂 tlCI

patedinalaunchatour

RichardM.Dickinson

antennaatUsudaDeepSpaceCenter.Suchanachieveｭ
mentofthehighmagnitudeofgaintonoisetemperature
ratioperformanceoftheantennaistobecongratulated
Ihopeasyoutrans 山on tohi 副ler operatingfrequencies
thatyouwillcontinuetoextractsuperiorperformance
fromit.Asthebcamwidthbecomesnarrower, itwill
requirethatyourkno 、;v ledge oftheeffectsofthemists
ofJapanonthepropagationofradiowavesbecome
moredetailed

Asweeachtransitiontofuturespa 四叩 eratlons ，

eventuallysuchdeepspacetrackingantennaswillbe
permanentlyinstalledinorbitaroundtheEarth , where
theinfluencesofthetroposphe 防 can beovercome.A
sign!日cant milestonealongtheroadtosuchatransition
maywellbetheVSOPorbitingVLBIspacecraft.Its
ant叩na couldbeanengineeringexperimcntprecursor
tosuch activity , in 出Jdition toyieldingastrophysical
scienceonthestructureandcharacterofradioemitting
galaxies

Thetransition in “ normal" workinghoursbetween
theUSandJapanwasdifficult , andalthoughIdon't
necess 注目 Iy agreewiththeworkinghoursoftheMid
night Professor , Iapplaudtheaccomplishmentofhis
results. And , theKaraokesingingofallofuscould
certainlyusesomeimprovement.Perhapsmore in 同一

jochu
Thetransitionfromdailydrivingmyownautomo ・

bile tobecomingarailway passengerwasquitean
ex 伊~rience. RidingfuJlyｷpackedonthesubwayisan
experlen ∞ I wouldratherforgetquickly.NowIknow
nottogetseparatedfrommybriefcase.InfactIwould
probably in 山e futUTeonlycarry male p町田 with

shoulderstraporwearabodypouchinordertohave
manyhandsfree

Catching 出e SambafestivalatA日kusa wasrealeye
openertransitionincultureandalsoalessoninhow
pushysomeJapanesecanbewhentheyreallywω11 to
seesomethingandyouareintheirway.Thecontrast
betweenthereserved , sombertoneofthepeopleinthe
templeareaandtheboisterous, noisyuninhibitednature
oftheSambadancersandparadep町山中阻 ts andob
田 rvers w出 remarkable

ThescenicareasofHakone, Nikko, theGionMatsuri
atKyotoandespec 旧日 y thefireworksinJapanwere
delightful. Particularly thecombined laser, archlight ,
stereomusicandfireboatswatercannonstreamssyn
chronizedsoartisticallyattheYokohamaYamashita
Parksummerdisplay

IhaveobservedthattheJapanesehaveacharacterisｭ
ticknackofconser 四 tively followingthepathofothers
butwiththeadditionofrefinementsthatincreas

Theabovearetheauthor'spersonalop 山on anddo
notrepresentofficialviewsoftheJetPropulsionLabeｭ
ratoryorNASAortheCaliforniaInstituteofTechｭ
nology

ISAS ニュース No.95 1989.2 ISSN 0285-2861

発行 ('Iii 刊'.f: fiJf':ItIi);ｷ~文部作) ( 153 ~~ J;(ml 同け\ Iメ駒場 4-6-1 TI 、 L o:l '167-111]

The InstituteofSpaceandAstronautical Science


